
人口等の推移について 

 

（１）将来推計人口 

 平成 22 年 平成 27 年 平成 32 年 平成 37 年 平成 42 年 平成 47 年

新潟市 811,901 799,548 782,004 759,659 733,291 701,875

北区 77,621 75,830 73,574 70,890 67,697 63,954
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（２）人口構成割合の推移（北区） 

平成 22 年 平成 27 年 平成 32 年 平成 37 年 平成 42 年 平成 47 年 

0～14 歳 10,273 9,472 8,809 7,937 7,201 6,517

15～64 歳 49,822 45,857 42,377 40,380 38,146 35,743

65 歳～74 歳 9,070 11,194 12,052 9,979 8,575 8,449

75 歳～ 8,456 9,306 10,337 12,594 13,775 13,244
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※H22 年国勢調査を基準として新潟市推計 
※グラフ中のパーセントは、端数の関係で合計が 100％にならない場合がある。 

 

❑ 北区の人口は平成 47 年には平成 22 年と比べ 82.39％まで減少する見込みです。 

❑ また、北区人口に占める 65 歳以上の高齢者人口割合が、11％増加する見込みであり、中でも

75 歳以上の高齢者の割合は、平成 22 年に 10.89％だったものが、平成 47 年には 20.71％まで

上がる見込みとなっています。 

❑ 当面の間は、現在の人口に見合った設備が必要となりますが、将来的には、人口減少、超高

齢社会を見据えた施設であることが必要です。 


